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KKCは、お客様一人ひとりの「生涯健康管理」を支え、 社会に求められる企業として、 健康寿命延伸を目的とした予防

医療サービスを展開します。また脱炭素社会を目指し、地域の社会的課題解決と経済成長の両立をはかり、持続可能

な社会の実現に向けて邁進します。

サステナブルビジョン

一般財団法人 近畿健康管理センター サステナビリティ

重要テーマと取り組みに関連するSDGs

テーマ 取り組み内容 関連するSDGs

健康
健康づくりのパートナーとしての役割を担うため、生涯健康づくりのための行動変容に
繋がる健康増進サービスの提供を目指します。

環境
DX (デジタルトランスフォーメーション) を通じて、事業活動全般における脱炭素
社会を目指します。

地域
コミュニティを通じた新たなヘルスケアサービスに取り組み、地域や職域の健康増進に
寄与します。

人財
一人ひとりが自身の可能性にチャレンジできる組織風土を醸成します。
あわせて心身共に「健康」に働ける環境をつくると共に、 あらゆる人々が活躍できる
社会を実現します。

ガバナンス 持続的成長を支える強固な経営基盤の構築を目指しています。



取り組みと
ゴール決定

一般財団法人 近畿健康管理センター サステナビリティ

健康
健康づくりのパートナーとしての役割を担うため、生涯健康づくりのための

行動変容に繋がる健康増進サービスの提供を目指します。

健康寿命延伸

◎健康寿命延伸
★メタボリックシンドローム割合および予備群の性年代別割合と健診受診数の増加
【メタボリックシンドローム】 男性19.5％以下/女性5.4％以下 【予備群】 男性15.1％以下/女性5.0%以下（2030年）
【受診数】2%増（2023年度基準） 780,000人（2030年）
[2023年度]
【メタボリックシンドローム】 男性13.5% / 女性3.6% 【予備軍】 男性12.9% / 女性3.8% 【受診数】 754,537人

[2024年度]
【メタボリックシンドローム】 男性13.9% / 女性3.8% 【予備軍】 男性12.7% / 女性3.8% 【受診数】 762,919人

[2025年度]
【メタボリックシンドローム】 男性15.8% / 女性4.2% 【予備軍】 男性14.5% / 女性4.4% 【受診数】 754,892人

◎個人会員組織 KKC Let’s 会員拡大
★個人会員組織KKC Let’s会員数：3万人（2030年）
[2023年度] 個人会員組織KKC Let’s会員数：10,495人
[2024年度] 個人会員組織KKC Let’s会員数： 1,754人（2024年度より「KKC Let‘s®公式LINE」開始）
[2025年度] 個人会員組織KKC Let’s会員数： 2,540人

◎生活習慣病やフレイル、 認知症等の予防啓発及びサービス推進
・フレイルやサルコペニア予防を目的とした新商品「あすからだチェック」 (立命館大学スポーツ健康科学部真田樹義教授監修/2022年1月リリース）
[2023年度] あすからだチェック受診者数：463人
[2024年度] あすからだチェック受診者数：801人
[2025年度] あすからだチェック受診者数：999人

◎季節毎の健康情報配信や健康イベントによる顧客満足/利用者数向上
・ウエルネス健診クリニック並びに個人会員向けメールマガジンで「KKCタイムズ」を発信（年6回）
[2023年度] メール配信：延べ14,620件
[2024年度] メール配信：延べ 8,500件（2024年度より「KKC Let‘s®公式LINE」登録会員へ発信）
[2025年度] メール配信：延べ 8,620件（KKC Let’s 会員へのLINEでの情報配信数：約45,000件）

◎健康啓発動画のYouTube発信
・KKCチャンネルにて健康動画を発信
・顧客事業所が動画を活用したセミナーなど実施
[2023年度] KKCチャンネル総視聴回数：12,648回
[2024年度] KKCチャンネル総視聴回数：38,709回
[2025年度] KKCチャンネル総視聴回数：39,036回



取り組みと
ゴール決定

一般財団法人 近畿健康管理センター サステナビリティ

健康
健康づくりのパートナーとしての役割を担うため、生涯健康づくりのための

行動変容に繋がる健康増進サービスの提供を目指します。

健康寿命延伸

◎顧客の健康教育及び健康経営の推進
・定期健康診断のまとめ作成
・健康経営アドバイザーの視点からコメントを付けて提供し顧客事業所の健康経営推進をサポート
[2023年度] 定期健康診断のまとめ発行：246件
[2024年度] 定期健康診断のまとめ発行：204件
[2025年度] 定期健康診断のまとめ発行：136件

◎感染症対策/ワクチン接種
・巡回健診、施設健診ともに感染症対策を講じたサービスを提供
・地域住民へは自治体を通じて新型コロナウイルスワクチン接種を実施
[2023年度] インフルエンザワクチン接種：24,703人
[2024年度] インフルエンザワクチン接種：23,103人
[2025年度] インフルエンザワクチン接種：23,387人

◎医療精度の維持向上
・委員会等を定期的に開催し、医療精度の維持向上を推進
[2023年度] 医療精度管理委員会（２回）医療業務管理委員会（4回）分科会（11回）
[2024年度] 医療精度管理委員会(分科会含む）（12回）医療業務管理委員会（4回）分科会（19回）
[2025年度] 医療精度管理委員会(分科会含む）（12回）医療業務管理委員会（4回）分科会（19回）



取り組みと
ゴール決定

一般財団法人 近畿健康管理センター サステナビリティ

環境
DX(デジタルトランスフォーメーション)を通じて、

事業活動全般における脱炭素社会を目指します。

気候変動対策

◎気候変動対策 ★CO2排出量 実質 0 （2050年）

◎ＣＯ２排出量削減 ★CO2排出量（スコープ1・2 ガソリン/軽油/電気使用量）：スコープ1・2の20%削減（2025年）
（2021年度基準 【合計】1361.8tCO2（スコープ1：755.1tCO2 / スコープ2：606.7tCO2））※CO₂排出量は算出不備を修正して正しい数値を掲載しています。

[2023年度] 【合計】1159.4tCO2（スコープ1：759.3tCO2 / スコープ2：400.1tCO2 ）
[2024年度] 【合計】1140.2tCO2（スコープ1：751.6tCO2 / スコープ2：388.6tCO2 ）
[2025年度] 【合計】961.9tCO2（スコープ1：733.6tCO2 / スコープ2：228.3tCO2 ）（2021年比で約29.3％削減）

◎自社社屋の再生エネルギー100%導入 ★自社社屋（6店舗）再生エネルギー導入率：全社6拠点での導入検討（2030年）
[2023年度]  自社社屋3拠点100%導入（本部、滋賀、大阪） 名古屋：10月以降 CO2フリー電気を100%導入
[2024年度] 自社社屋4拠点100%導入（本部、滋賀、大阪、三重） 名古屋：CO2フリー電気を100%導入
[2025年度] 自社社屋4拠点100%導入（本部、滋賀、大阪、三重） 名古屋：CO2フリー電気を100%導入

◎特殊検診車の環境対応車両、次世代車両への切り替え ★特殊検診車蓄電池装置搭載：50% (2030年）
[2023年度] 滋賀1台 大阪1台 三重1台（累計8台/導入率14％）
[2024年度] 滋賀1台 三重1台（累計10台/導入率17.6%）
[2025年度] 滋賀1台 大阪2台 三重1台（累計14台/導入率25.5%）

◎社用車のEV/ハイブリッド切り替え ★社用車EV/ハイブリッド導入率：100%（2030年）
[2023年度] 4台／累計18台（導入率22.9％）
[2024年度] 6台／累計24台（導入率 25.3%）
[2025年度] 6台／累計30台（導入率 37.5%）

資源ロス削減

◎資源ロス削減 ★健診結果ペーパーレス化：100%（2030年）
・健診結果や業務書類のデータ管理、最適化
・「ヘルスクラウドサービスMIRAI+」ペーパーレスおよび結果配送に係る物流エネルギー削減によるCO2削減のための環境を整備
[2023年度] 健診結果用紙発注枚数：3,080,000枚
[2024年度] 健診結果用紙発注枚数：2,896,000枚
[2025年度] 健診結果用紙発注枚数：2,580,000枚

◎社内の紙使用削減
・会議時PC使用による紙削減・SFAを活用した物品発注や各種精算処理の電子化
[2023年度] コピー用紙発注枚数（A4換算）： 6,640,000枚
[2024年度] コピー用紙発注枚数（A4換算）： 6,390,000枚
[2025年度] コピー用紙発注枚数（A4換算）： 6,180,000枚
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一般財団法人 近畿健康管理センター サステナビリティ

地域
コミュニティを通じた新たなヘルスケアサービスに取り組み、

地域や職域の健康増進に寄与します。

地域活性化

◎地域活性化 ★イベント、セミナー等による健康啓発（参加人数）：10,000人（2025年）
[2023年度] 5,398人
[2024年度] 4,386人
[2025年度] 4,351人

◎地域住民に向けた健康啓発セミナー/イベント実施
[2023年度]
滋賀：クリニックイベント（ひこね）feat.近江鉄道にぎわいづくりDAY ガチャフェス 、びわこ・くさつ健幸フェスタ2023 ＢＫＣウェルカムデー

まちゼミ2023～健康講座＆お口とカラダのバランスチェック～ くさつランフェスティバル
大阪：チャリティーイベント（婦人科検診啓蒙活動）
三重：クリニックイベント（三重、四日市） 四日市看護医療大学「健康いきいきフェア」
名古屋：名古屋市ピンクリボンフェスタ、「第4回ピンクリボン庄内川ハーフマラソン」ブース出展による啓発、クリニックイベント（検査体験、健康啓発セミナー）

[2024年度]
滋賀：ＫＫＣひこね健診クリニック ガチャフェスＤＡＹ、ＫＫＣウエルネス健康フェスタ2025
大阪：チャリティーイベント（婦人科検診啓蒙活動）
三重：クリニックイベント（三重、四日市） 四日市看護医療大学「健康フェスティバル2024 健康いきいきフェア」
名古屋：名古屋市ピンクリボンフェスタ、「第5回ピンクリボン庄内川ハーフマラソン」ブース出展による啓発 、クリニックイベント（検査体験、健康啓発セミナー）

[2025年度]
滋賀：ＫＫＣひこね健診クリニック ガチャフェスＤＡＹ、しがわーくフェスタ2025
大阪：高室池ゴルフ場ピンクリボン・チャリティゴルフ
三重：クリニックイベント（四日市） 親子で学ぼう赤十字ｆｅｓｔｉｖａｌ 津まつり
名古屋：名古屋市ピンクリボンフェスタ、「第5回ピンクリボン庄内川ハーフマラソン」ブース出展による啓発 、イオンモール名古屋茶屋 健康イベント（検査体験）

なごや商業まつりブース出展による啓発 名古屋市ワンコイン検査（血液・肺がん・腹部エコー）

◎中学就業体験/インターンシップ受け入れ/子供職業体験
[2023年度] インターンシップ・子供職業体験：291人
滋賀：国際情報高校、堅田看護専門学校、葉山中学校、栗東西中学校、栗東市小学生のためのお仕事ノート
大阪：宮原中学校職業体験 ／ 三重：四日市看護大学、津商業高校 / 東京：東京電子専門学校
本部：立命館大学超創人材プログラムプロジェクトゼミナール

[2024年度]インターンシップ・子供職業体験：216人
滋賀：栗東西中学校、葉山中学校、大津商業高等学校、国際情報高等学校、立命館大学スポーツ健康科学部プロジェクトベースドラーニング
大阪：宮原中学校職業体験 ／ 三重：津商業高校 、四日市商業高等学校、豊里中学校

[2025年度]インターンシップ・子供職業体験：232人
滋賀：栗東西中学校、葉山中学校、大津商業高等学校、国際情報高等学校
大阪：宮原中学校職業体験 ／ 三重：津商業高校 、四日市商業高等学校、豊里中学校、あのつ台こども会
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一般財団法人 近畿健康管理センター サステナビリティ

地域
コミュニティを通じた新たなヘルスケアサービスに取り組み、

地域や職域の健康増進に寄与します。

地域の
安心/安全

◎定期的な地域清掃活動の実施
[2023年度] 本部：11月より美知メセナ活動毎月第3金曜日 大阪：2ヶ月1回 三重：毎月第3水曜日 名古屋：毎週金曜日
[2024年度] 本部：美知メセナ月1回 大阪：2ヶ月1回 名古屋：毎週金曜日 東京：2ヶ月1回
[2025年度] 本部（美知メセナ月1回）大阪（2ヶ月1回）名古屋（毎週金曜日）東京（2ヶ月1回）

◎本部、事業部における敷地内環境美化/保全
[2023年度] 本部：敷地内植栽整備、建物周辺清掃 三重：芝桜整備

滋賀：栗東社屋周辺除草作業・樹木剪定 名古屋：毎週金曜日に鶴舞事務所周辺の一斉清掃
[2024年度] 本部：敷地内植栽整備、建物周辺清掃

滋賀：栗東社屋周辺除草作業・樹木剪定 名古屋：毎週金曜日に鶴舞事務所周辺の一斉清掃
[2025年度] 本部：敷地内植栽整備、建物周辺清掃

滋賀：栗東社屋周辺除草作業・樹木剪定 名古屋：毎週金曜日に鶴舞事務所周辺の一斉清掃
三重：三重事業部敷地内及び周辺除草作業 ９月２８日

◎防災対策
・避難訓練、消火訓練の実施（年1回）・各拠点における災害用備蓄水の確保・災害救援自販機の設置・一時避難スペース提供
・ハザードマップの活用・BCPの策定など
[2023年度] 避難訓練実施数 本部：年1回 滋賀：年1回 大阪：年3回 三重：年1回 東京：年2回 名古屋：年1回
[2024年度] 避難訓練実施数 本部：年1回 滋賀：年1回 大阪：年1回 三重：年1回 東京：年2回 名古屋：年1回
[2025年度] 避難訓練実施数 本部：年1回 滋賀：年1回 大阪：年1回 三重：年3回 東京：年2回 名古屋：年1回

◎地域の防犯対策/子ども110番の家の登録
[2023年度] ２ヶ所（滋賀/大阪） [2024年度] ２ヶ所（滋賀/大阪） [2025年度] ２ヶ所（滋賀/大阪）

多様化に向けた
サービス

◎高齢者/障害者/外国籍/LGBTQ+ への配慮
・施設における多目的トイレや多目的更衣室の設置・バリアフリー化
・健診時は可能な範囲で顧客要望に合わせた個別対応を行う

◎多言語対応
・検査室の英語表示・Web問診外国語対応
・聴覚障害者や外国語対応が必要な方へイラスト等で検査指示を支援するシステム 「e－検査ナビ」を搭載した胃部検診車を導入

◎ユニバーサルデザインの採用
・健康診断受診票にユニバーサルデザイン採用



取り組みと
ゴール決定

一般財団法人 近畿健康管理センター サステナビリティ

人財
一人ひとりが自身の可能性にチャレンジできる組織風土を醸成します。

あわせて心身共に「健康」に働ける環境をつくると共に、
あらゆる人々が活躍できる社会を実現します。

ダイバーシティ&イン
クルージョン

◎ダイバーシティ&インクルージョン推進
★男性・女性育児休業取得率：男女共100%（2027年） ★女性管理職比率：35%以上を維持（2027年）

[2023年度] 男性・女性育児休業取得率：男性57.1% / 女性100%      女性管理職比率：35.4%
[2024年度] 男性・女性育児休業取得率：男性100% / 女性100%       女性管理職比率：37.4%
[2025年度] 男性・女性育児休業取得率：男性100% / 女性100%       女性管理職比率：36.8%

◎男性/女性の育児休暇取得の推進
・介護休業等規程・育児休業等規程・短時間正職員制度取扱規程・保育所利用規程等の規定を社内公開

◎長時間労働の防止
・36協定順守・所定外労働時間の抑制、削減・月30時間以上の人数を半減（対前年度比10%削減）
・長時間労働（40時間超）の場合は「超過勤務改善報告書」を運用し是正を推進

◎多様な働き方
・ノー残業デイの設定と周知・本部にてノー残業デイにあわせライトダウンキャンペーン（18時に消灯推進）を実施・在宅勤務規定2022年10月制定
[2023年度] 在宅勤務者：51人
[2024年度] 在宅勤務者：27人
[2025年度] 在宅勤務者：21人

◎ハラスメント対策
・管理職対象に年1回ハラスメント研修実施
・公益通報者保護規定に基づき相談体制の整備
・事業部での勉強会実施（LGBTQ+に関する勉強会など/三重事業部）

◎ダイバーシティ研究会/異業種交流会の参加
・ダイバーシティ研究会や商工会議所主催の外部研修等
[2023年度] 社内12回（225人参加）社外31回（18名参加）
[2024年度] 社内 6回（159人参加）社外 23 回（20名参加）
[2025年度] 社内 3回（98人参加）社外 16回（56名参加）

◎高齢者雇用促進
・職員の再雇用取扱規程にて、定年到達者（高齢者）の再雇用制度の見直しを実施



取り組みと
ゴール決定

一般財団法人 近畿健康管理センター サステナビリティ

人財
一人ひとりが自身の可能性にチャレンジできる組織風土を醸成します。

あわせて心身共に「健康」に働ける環境をつくると共に、
あらゆる人々が活躍できる社会を実現します。

ダイバーシティ&
インクルージョン

◎働き方改革とワークライフバランス/男女共同参画
・平成15年 ファミリー・フレンドリー企業 労働局長賞受賞
・平成23年 くるみん認定（令和4年現在/継続中）
・平成24年 均等推進企業 労働局長優良賞受賞
・平成28年 イクボス宣言企業（令和4年現在/継続中）
・平成28年 三重/女性が働きやすい医療機関認定（令和4年現在/継続中※令和6年度末まで）
・平成28年 大阪/大阪市女性活躍リーディングカンパニー認定（令和4年現在/継続中）
・平成28年 名古屋/あいち女性輝きカンパニー認定
・平成29年 内閣府特命担当大臣（男女共同参画）表彰受賞
・平成30年 大阪/大阪府男女いきいき・元気宣言事業者登録
・令和 2年 滋賀県女性活躍推進企業認定 三つ星企業
・令和 2年 名古屋/あいち女性輝きカンパニー優良企業表彰受賞
・令和 3年 大津市従業員の育児休業/育児休暇の取得推進等に熱心な企業表彰
・令和 3年 大阪/大阪府男女いきいきプラス事業者認証

人材育成

◎研修/教育の機会提供
・教育、訓練実施規定を定め2021年度からローリングを行い教育ニーズを取りまとめ年間の研修計画を構築し展開を図る
・毎年ニーズ調査を行い、次年度の教育計画へ反映させる

◎人事評価/キャリア制度の構築
・管理職一般職ともに目標管理制度を設け、その達成度や過程によって評価を実施
・各階層にあわせた社内外研修を導入し個々のキャリアデザインに繋げる
・「終身雇用を前提としたジョブ型人事制度」への転換を目指し、新賃金制度を導入

健康経営
ウェルビーイング

◎労働安全衛生管理
・安全衛生委員会を毎月実施・産業医を交え職場巡回し問題点を顕在化し解決を図る

◎「健康経営優良法人2025」認定取得（2022年度より認定）
・KKC健康づくりパッケージ2024（尿中塩分摂取料測定・ヘルシーメニュー募集キャンペーン等）を全役職員対象に実施

◎メンタルヘルスケア
・ストレスチェックを毎年実施・高ストレス者には産業医面談を実施



取り組みと
ゴール決定

一般財団法人 近畿健康管理センター サステナビリティ

事業組織 持続的成長を支える強固な経営基盤の構築を目指しています。

ガバナンス

◎コンプライアンス対策
・教育訓練実施規定、公益通報者保護規程、研究調査活動規程、研究倫理審査委員会規則を制定（更新運用）
[人的安全管理対策]
・コンプライアンス研修（年1回/総務部主管） ・情報セキュリティ基礎研修（年1回/総務部主管）
[組織的安全管理対策]
・諸規則諸規程「就業規則」に基づき、入社時・退職時に誓約書に自署し守秘義務を徹底
・IMS規定「法規制等管理規定」に基づき、法的及びその他の要求事項登録簿で品質・情報セキュリティ、環境の法令等を監視
環境法令については、順守評価報告書でアセスメント実施/教育・訓練実施規定に基づき、新入職員及び新任管理職に対し、
IMSの仕組みや情報セキュリティについて基礎教育

◎リスクマネジメント強化
・リスクマネジメント方針、個人情報保護方針、IMS方針等によるポリシーの明示、事業継続管理規定や情報セキュリティ緊急時
・対応手順書等の構築によりリスクマネジメントを展開
[事業運営上の全般的なリスクアセスメント]★1.
・リスク分析/評価管理規定に基づき、リスク調査表、リスク評価一覧表、リスクマップを作成しアセスメント実施
[BCP]
・事業継続管理規定に基づき、下記訓練を年1回実施
・地震火災等による重大な災害（本部・健康情報事務C/総務部主管）
・機密情報(個人情報含む)の漏洩（総務部主管）
・情報機器（サーバ/ネットワーク機器）の重大な障害（It推進部主管）※その他「情報伝達等訓練」（本部・健康情報事務C/総務部主管）

品質/安全

◎マネジメントシステム構築（ISO90001/ISO140001/ISO270001認定・更新運用）
・リスクマネジメントにおいては、アセスメントの仕組みをリスク分析・評価管理規定を2022年4月1日に制定し展開
・法規制等管理規定を設け、法的及びその他の要求事項登録簿で、品質・情報セキュリティ・環境の順守事項を監視
※「サービス設計管理規定」を制定（法的根拠、お客様要求内容、社会的要求、環境側面等に基づきお客様へ提供するサービスを構築
[IMSのリスクアセスメント]★2.
・品質管理（受注管理、健康診断業務、労災二次健診、読影業務、脳ドック・脳検診、婦人科検診、ドックフォロー、検体授受業務、保険診療

業務、業務委託（健診業務）に関するリスクフロー図（手順書）を構築し、アセスメント実施）
・情報セキュリティ・情報資産（情報リスク評価管理規定に基づき、情報資産一覧表、リイク評価シートを作成しアセスメント実施）
・環境影響（環境側面抽出及び影響評価規定に基づき、環境側面管理簿を作成しアセスメント実施）
[リスクマネジメントとIMSのレビュー]
・IMS見直し規定に基づき、★1.★2.等をインプットとして、IMS確認表やリスクマネジメント確認表を作成し経営層によるマネジメントレビューを実施



取り組みと
ゴール決定

一般財団法人 近畿健康管理センター サステナビリティ

事業組織 持続的成長を支える強固な経営基盤の構築を目指しています。

ステークホルダーとの
対話

◎顧客満足度の向上
・お客様の声 対応手順書を制定/全社を挙げてお客様からの声を収集し改善に努める
[お客様の声の運用改善]
・お客様の声のさらなる有効活用のため、下記を目的として『お客様の声の「件名」の改善について』を周知
①件名から情報（声）の概要を、効率的に把握するため
②情報を要約し、その概要やポイントが分かるような件名を設定することによる伝達力向上
[2023年度] 総件数： 577件 / 改善件数（要望・不満の声に対するもの）： 282件
[2024年度] 総件数： 186件 / 改善件数（要望・不満の声に対するもの）： 114件
[2025年度] 総件数： 136件 / 改善件数（要望・不満の声に対するもの）： 43件


